
項 ⽬ 内 容

名称 ラズベリー、レッドラスベリー、エゾイチゴ、ヨーロッパキイチゴ [英

]Raspberry、European red raspberry [学名]Rubus idaeus L.、Rubus  

strigosus

概要 ラズベリーは、落葉性低⽊で、2 mまで⽣⻑し有刺の淡緑⾊の葉と、⽩⾊の花と紅

⾊の果実をつける。果実はジュースやジャムなどの加⼯品としてもなじみのある素

材である。

法規・制度 ■⾷薬区分

・果実、葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質

(原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・⼀般飲⾷物添加物

ラズベリー果汁 (ラズベリージュース)

ラズベリー⾊素 (アントシアニン/アントシアニン⾊素/果実⾊素/ベリー⾊素)︓着

⾊料

・天然⾹料基原物質リスト

ラズベリーが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・葉にはポリペプチド、フラボノイド (アントシアニジン) 、タンニンが含まれる。

果実にはペクチン、糖類、有機酸、ビタミンA、B1、Cなどが含まれる (33) 。



分析法 ・ラズベリー中の11種のアントシアニンをHPLC-PDA-MS/MSで分析したとの報告

がある (PMID:12188628) 。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・健康な未経産の妊婦192名 (試験群︓96名、オーストラリア) を対象とした⼆重

盲検ランダム化プラセボ対照試験において、ラズベリー葉抽出物1.2 gを含む錠剤を

2回/⽇、妊娠32週から陣痛開始まで摂取したところ、分娩第2期の時間の短縮と、

鉗⼦分娩の割合の低下傾向が認められた (PMID:11370690) 。
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